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荒 木 寿 友
1.は じめ に
本稿 は、T.リ コーナ(ThomasLickona:1943-)の品性教育 に関す る論文 であ る(')。
アメ リカにお ける道徳教育 の歴史 は、伝統的 に品性教育(charactereducation)から始 ま る。
品性教育 は1920年 代か ら30年 代 にか けて公立学校 で広 く採 用 され、 そ こで は 「徳 目袋 」(bagof
virtues)と 呼ば れ る一 連 の価値 によ って道徳教 育 が行 わ れた。 『マ ガ フ ィ読 本 』(McGuffy
Readers)が 代表 的な もので あり、望 ま しい価 値を物語 や教 師によ る説話 を通 じて、子 ど もに価
値の内面 化を図 った(EC:p.7、7頁)。
しか しなが ら、1945年 か ら1970年 頃 まで、 アメ リカの公立学校 で は道 徳教 育 に対 して ほとん ど
力を注 ぐことがな くな った。 これ はアメ リカ国民 が戦争 か らの再建 に力 を注 ぎ、 また急速 に進 歩
す る科学 技術や、1957年 の スプー トニ ク号の打ち上 げの成功 によ って、 アメ リカ政府 は学校教 育
の課題 を生 徒の学 力向上、 特 に理系分野 の学 力に重点 を置 くよ うにな ったのであ る。
また1960年 代 は、世 界的に 「個性主義」(personalism)が 高 ま った時代 で あ った。 個性 主義
は個人 の価値 や尊厳 、 自律性 に重 きを置 くもので、責任 よ りも権利 を、参加 よ りも自由を重視 し
た(EC:p.9、9頁)。 このよ うな動 きは、公民権運動や女性 ・子 ど もの権利 の尊 重 な どの積極
的一面 を導 いたが、一方 で、道徳 を流動 的な もの、 あ るいは個人的 な もの として捉 え る風潮 も表
れて きた。 これが道 徳 にお ける 「相対主義」(relativism)の 現れで あ り、 品性教 育 で教 え られ
ていた価値 が、相対 的な もの として退 け られ る傾 向にあ ったのであ る。
さらに、1964年 に アメ リカ連邦最高裁判所 は、「信教の 自由」及び 「政教分離 の原 則」 に基 づ
いて公立学校 での宗教教育 の禁止 を命 じた(2)。 っ ま り、宗教教育の中で教え られて いた徳 目を、
公立学校 で教 える ことはで きな くな ったのである。
一方、 品性教育 その ものに対 す る批判 もあ った。 コール バ ーグ(L.Kohlberg)は 徳 目を 「一
般 的 に肯 定 的 に考 え られて いる一連 の人格 的特 性Jと 定 義 し、 さ らに 「『肯定 的 な諸価 値』
(positivevalues)は 望 ま しい とされ るが、それ らは何が 『肯 定的な諸 価値』 を構 成 して い るか
とい うことにっいて、 教師や生徒、社会 が異 な った考 え方 を して い る とい う事実 を隠 蔽 して い
る」(3)と指摘す る。 っま り、徳 目に基づ いた、 あるいは価値 の内容 に基づ いた道徳教育 は、 そ れ
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らが文化や社会 によ って異 な った見解 を持 って いるため に、常に相 対主義に陥 る危険性 があるの
で ある。
しか しなが ら、1980年 代以降再 び伝統的 な価値を子 ど もに教え る必要性が広 く唱え られ るよう
になって きた。 アメ リカ教育長官 ベネ ッ ト(W.J.Bennett)が:..ofVirtuesを著 し、 品性の
回復を訴え たの は有名で ある(4)。 リコーナは品性教育が求 め られ た理 由の一 っ に家庭 の崩壊 を
あげ、 その他の理由 と して、若者 の暴力の増加、不正行為の増加、 親や教 師、 その他 の権威 に対
す る蔑視 といったアメ リカの若者の問題をあげ る(5)。 このよ うな現 状 を受 け、 近 年 ア メ リカで
は ヒギ ンズ(A.Higgins)が 示す ように 「品性 教育 が主 流 になろ うとしてお り、 それは、 道徳 教
育を表現す る唯一の ものであ ろうと してい る」(6)。 これ はっ まり、 アメ リカ社会が強 く品性教育
を求 めて いるだ けで な く、価値 に関す る教育が広 く品性教 育 とい う名で呼ばれ るよ うにな ったこ
とも意味 してい る。
そ こで本稿 で は、現 代の品性教育の中心的存在 である リコーナの品性教育 を見 ることで、彼の
品性教 育の本 質や問題点 を明 らかに してい く。
2.リ コ ー ナ と コ ー ル バ ー グ
リコーナを広 く世 に知 らしめたのは、RaisingGoodChildrenとい う著作で ある。 この本 は、
コールバー グの主 張 した道 徳性 発達 段階を中心 に、具体 的な事例 を豊富 に取 り入 れて子育 ての方
法 を詳細 に論 じてい る。 とりわけ、 リコーナは本書 を 「道徳性発達 のアプローチ」 と位置付 け、
以下 のよ うな十大信念 を列挙 している(RGC:p.32、34頁)。
1.道 徳 は 「尊重」(respect)で ある。2.子 どもはゆ っくりと段 階を踏 んで道徳性 を伸 ば し
てい く。3.子 ど もを尊重 し、返礼 として尊重 の念 を求 めること。4.示 範 によって教 えるこ
と。5.話 して教 える こと。6.子 ど もに考 えさせ る こと。7.子 どもには実際上 の責任を と
らせるよ うにす る こと。8.自 立 と統制 のバ ランスをとること。9.子 どもを愛 し、積 極的な
自己概念 を発展 させ る こと。10.道 徳性 の発達 と幸福 な家庭づ くりを同時 に促進す ること。
2は コールバーグの道徳性発達理論 に依拠 してお り、3の 「子 ど もを尊重す る」 ことも、 コー
ルバ ーグの子 ど も観、す なわち子 ど もは子 ど もなりの道徳観を持 って いる道 徳哲学者 であ るとい
う考 えに基づ いて いる。 また6や7の 考 え方 も、 コールバ ーグの ジャス ト ・コ ミュニテ ィ(Just
Community)に 通 じる考え方で ある。つ まり、教師か らの働 きかけだけで はな く、 子 ど もた ち
に問題 に取 り組 ませ、解決方法 を考 え出させ、 それ に対 して責任を負わせ るということである。
リコーナは次 のように述べ る。「私 たちは子 ど もに立 ち止 ま らせ た り、考 えさせ た り、 他 の人 の
立場 に立 たせ ようとす る恒常的 な励 ま しを与えて、道徳性 の発達 を助成 で きる」。 また、「責任感
を伸 ばす ことは、他の人達 への配慮す る機会 を、 すなわち他 の人 間の福祉 に確実 な貢献 をす る機
会を持っ ことがで きる」(RGC:p.24-25、26-27頁)。 ここか ら明 らかなよ うに、 リコー ナは コー
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ルバ ーグに多大な影響 を受 けてお り、 コールバ ーグの提示 した道徳性発達段階 を、特 に家庭 とい
う場 にお いて展開す る方法を論 じて いるのであ る。
しか し、1、4、5の よ うに尊重 とい う価 値を子 どもに教え るという視点 も見 出 され る。 「道
徳的 なものの考え方 の同 じ段 階 にた っていて も、 人 は善あ るいは悪を為すだ ろう。 しか し、私 た
ちが その いずれかを選 ぼ うとす る際に、大 きな影響 力を持 っ もの は、私 たちがそれ まで に教わ っ
て きた価 値観であ る」(RGC:p.25、23頁)とリコーナは主張す る。 それゆえに 「積 極的 な道 徳
的価値観 を子 どもに直接伝 え ることで、私 たちは子 どもが 自分 の道 徳的 なものの考え方を用いて、
悪 い行為 で はな く善 い行為を選 び取 る機会 を増 や してい く」(RGC:p。25、24頁)必 要 が あ る。
ただ その際 にも、子 どもの道徳性発達段 階に応 じた教 え方 をす ることに留意 しなければならない。
さて、 コールバー グは、子 どもの判断 の理 由付 けを 「正義」(justice)の 観 点か ら分 析 し、 認
知葛藤を生 じさせ ることによ って道徳性 を発達 させよ うとした人物 であ る。 この際の教育方法 は、
主 として仮説 ジレンマを用 いた道徳討論 であ り、道徳 の内容 で はな く思 考の形式 の発 達に焦点 を
当てた教育 を行 った。 しか しコールバー グは仮説 ジレンマが子 どもの現 実を扱 っていないたあに、
道徳判断 と行 為を結 びっけに くい とい う点 で限界 を認 めた の。 そ の結 果、 コール バー グが実 践
したのが ジャス ト・コ ミュニテ ィである。 この実践 において、 コールバ ーグは学 校 コ ミュニ ティ
にお ける具 体的な諸問題 を、教 師 と生徒全員 の参加 によ る民主 的な教育 方法 を用 いて解決 し、 生
徒の道徳性 を発達 させよ うと試 みた。 当然 この際 には、盗難 や暴力、人 種間の軋礫 とい った具 体
的な問題 が扱 われ るために、道徳 的判断 の形式 のみな らず、 コ ミュニテ ィの メンバー として良 い
こととは何 か とい う道徳 的な内容 にまで立 ち入 った教育 が行 われたのであ る(8)。
リコーナは この コールバーグ理論 の変化 にっいて次 のよ うに述 べ る。 「コールバーグや ピア ジェ
は構造主義者 であ り、道徳的 な内容 に関 しては興味が なか った。 しか しなが ら、 多 くの親 が行 う
ことは、道徳 的な内容 を伝達す る社会化 なのである。 … ここに、私 は道徳教 育の十全 な発展 のた
め に、判断 に基づ いた当初 の コールバーグ理論 を拡大 し、道徳 的内容 を教 え る場 を設 けることが
必 要であ ると考える。 コールバ ー グは亡 くなる前 にそれを始 めていたのだが」(9)。
このよ うな経緯 か ら、 リコーナはよ り道徳 的内容 を教 え る道徳教育 へ と方 向性 を変 えた。 そ こ
で以下においてEducatingforCharacterを中心 に、 リコー ナの 「価値 及 び品性 教育 へ の総 合
的 アプローチ」(comprehensiveapproachtovaluesandcharactereducation)の特 質 を明 ら
か にしてい く。
3.リ コ ー ナ の 総 合 的 道 徳 教 育 論
リコーナ は学校 は価値 を教 え るべ きで ある と主張 し、 その際教 え るべ き道徳的二大価値概念を、
「尊重」 と 「責任」(responsibility)で ある とす る。「学校が倫理的 な教育 を受 けて いない人 々を
伸ば し、社 会の責任 あ る市民 としての自分 たちの役割 を担 え る人 に していかなければな らない と
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するな ら、尊重 と責任 とい う価値概念 は、学校 が教 えて よいのみな らず、教 え なければな らない
『4番 目と5番 目のR』 」(EC:p.43、48頁)な ので ある(1°)。
尊重 とは、「あ る人、 また はあ るものの持 って いる価値へ の思 いや りを示す こ と」で あ る。「そ
れは、 自己を尊重す ること、他人 を尊重す る こと、 そ して生 命のあ らゆ る様態 とその様 態を維持
す る環境を尊重す ること」(EC:P.43、48頁)と い うよ うに、尊重 には3つ の 形態 があ る。 自己
を含む あ らゆる ものへの尊重 は、換言 すれ ば各人 の権利 を守 るとい うことを意 味 し、 また これは
「～ してはな らない」 とい う否定 的な義務 を強調す るもので ある。 リコーナは当初 か ら尊 重を道
徳教 育の核 と考えてお り、正義 を道徳 の第一原理 とす る コールバ ーグ とは一線 を画す る。
一 方、責任 とは語源的 に 「対応能力(abilitytorespond)」 を意 味す る。 「他人 に対 して方向
を決 め ること、他 人 に注意を払 うこと、他人の ニーズに積極的 に対応 して い くこと」を意味 し、
「お互 い同士思 いや る積極的 な義務 を強調」(EC:p.44、48頁)す る。 っ ま り、 他人 に対 して責
任を持 って行動 す ることは、すべての人々の福祉を推進 して い くことなので ある。 これ は先 の尊
重 とい う価値 におけ る否定 的義務 とは異な る積極的義務を表す ことにっなが る。 す なわ ち、 「傷
っけてはな らない」 とい う否定的義 務 に対 して、 「援助 の手 を差 し延 べな さい」 とい うの が、 責
任 とい う価値 の持 っ特徴 なのであ る。責 任 とい う価値を表す ことによ って、 人 々はより良 く生 き
るべ き方 向性 を得 る ことがで きるのであ る。
で は リコーナにと って品性教育 は何 を意味 す るのであろ うか。彼 は品性教 育を 「意 図的 に徳を
教え る教育」(L1)と定義す るが、 その内実 は 「正 しい ことを学 び、 それ が習慣 にな る まで練習 す
る」(12)ことで ある。っ ま り、善 い行為 を為 すためには善 き知 識 を教 え、 それが 行為 に な るまで
繰 り返 し教え ることなので ある。 それゆえに彼 は品性 を 「善 であ ることを知 る こと、 それを望 む
こと、 そ して それ を行 うことか ら成 り立 っ」(EC:p.51、56頁)と し、道徳 的認 識、道 徳 的心情 、
道徳的実践行為 という3っ の相互関連 によ って良 き品性が形成 される とするのである。 そ してそ
の良 き品性を育成す るため の総合的 なアプローチと して12の 指針 を提示 する(EC:p.67-70、74-
76頁)。
1.教 師 は、思 いや りが ある人、手本、お よびよい指導者 と して の役 を務 あること。
2.教 師 は、教 室に道徳 的共同体 を創造す ること。
3.教 師 は、道徳 的 しつ けを実施す ること。
4.教 師は、民主 的教室環境 を創造す ること。
5.教 師は、 カ リキ ュラムを通 じて価値概 念を教え ること。
6.教 師は、協 同学 習を採用 す ること。
7.教 師は、職業 的良心 を伸 ばす こと。
8.教 師は、道徳的熟慮 を奨励 す ること。
9.教 師は、葛藤解決 を教 え ること。
10.学 校 は、教室外 で思 いや りを育成 す ること。
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11.学 校 は、積極的な学校道徳文化を創造すること。







師と子どもの関係か ら始まる」(EC:p.87、95頁)と するリコーナは、教師の模範 としての役割
を強く期待 している。「教師は手本 としての働 きをする。この働きは教師が教室の内外を問わず、
尊重と責任の高い水準を実証する倫理的人間となることを意味する」(EC:p.78、85頁)と 主張
することか ら明らかであろう。 ここに教師=模 範 という図式が成立するが、模範 としての教師だ
けでな く、 リコーナは教師が道徳的権威者でなければならないとする。それは、「第一に学校が
教師に良い道徳的環境と学習環境創造の責任を、また生徒の安全 と全員の幸福に目を配 る責任を
与えている」という点で権威があるとする。 しかし、その際の権威は 「尊重と愛情の心配 りを持っ





間関係を創 り上げ、協同して問題を解決 していかなければならない。 リコーナは道徳的コ ミュニ
ティを創 り出す条件 として以下の3っをあげる。すなわち、生徒がお互い知り合 っていること、
生徒がお互い尊重 し、受容 し合い、いたわり合うこと、そ して生徒は集団のメンバー意識を持ち、
また集団への責任感を持っていることである(EC:p.91、98頁)。
そのための一つの方策 として、 リコーナはクラス ・ミーティングを取 り上げる。共同の意思決
定に子どもが参加することによって、子どもたちは自らで課題を解決 し、学校や教室をより快適
な場へと変えていく責任を有 していることを学ぶ。 この ミーティングでは、生徒 に 「民主主義を
経験させ、最大限可能な教室を創り上げていく」のである。 さらに 「教師と生徒の間の権力関係
を変え、両者間の絆を深め、生徒の手本として、 また指導者 としての教師の影響力を強めると同





家庭 の重要性 にっ いて は、RaisingGoodChildrenから通 じる一貫 した主 張であ る。 「親 は、
入 生の意義の ビジ ョンや道徳的生活を支え る究 極的な根 拠を提供 す る、広大 な世界観 の一部 であ
る道徳 を教え る立場 にあ る」(EC:p.30、33頁)と リコーナは述べ、 まず何 よ りも家庭 にお ける
子 どもと親 の関係を重視 す る。 さらに リコーナ は親 を道徳教 育におけ るパー トナーと して位置づ
け、 「自分 の子 ど もの最初 の道徳教育家 と して の役割 を親が遂行で きるよう励 ま し、 また援助 す
ること、 そ して学校 が肯定 的な道徳 的価値 を教 え る努力 がで きるよ うに、親 に支援 して もらうこ
と」(EC:p,400、432頁)と す る。 つ まり、 学校 と親 とが相互扶助 の関係にな ることに よ って、
道徳教育 はよ り充実 した ものにな るのである。 このため学校 には、親 の支援 グループをっ くるこ
と、親 が道徳教育 に参加 する多様 な機会 を提供す る ことなどが必要 とされる。
また これ以外 に も、学校、親、地域が共同 して品性教育 に取 り組 む ア プロ ーチ もあ る(13)。こ
のアプ ローチはニューハ ンプ シャー州 のナ ッシュ市 で実践 された もので、市議会が市内全体で品
性教育 に取 り組ん だ ものである。 そ こで は品性教育審議会が設 け られ、月毎の 目標、た とえば9
月 は責任、10月 は尊重、11月12月 はケァと同情 などが立て られ た。学校で はそれ らの 目標 に基 づ
いた取 り組みが なされ、家庭で はどの ような価値観の もとで育て られ たかな どにっいての インタ
ビューなどが行われ る。そ して、地域 はメディアを通 じて、品性 にっ いての シ リー ズ番組 を発信
したり、商店な どには毎月の標語が掲げ られた り した。
この ような三者間の協同的 な取 り組みが、 荒廃 した青少年の品性 を回復す るのに効果 的だけで
な く、大人や社会 も道徳的で ある必 要性 を強 く感 じることがで きるのであ る。
(4)教 育方法
これについて は、実 に多 くの方法 が採 り上 げ られてい る。 た とえば学校全体 で取 り組 む道徳教
育 カ リキ ュラムや、協 同学 習、 コールバーグに基 づいた道徳討論 などである。 リコーナにとって
品性教育 は、 あ らゆ る教科 において展開 されなければな らない ものであ り、各教科間の連携 も重
要 な もの となる。 た とえば、学校 のカ リキュラムを統一す る道徳的 なテーマを決定 し、多様なア
プ ローチで取 り組 む とい う実践 があ る(EC:p.166-167、181頁)。この実践 で は、 あ る年度 は
「自己訓練」 というテーマに基 づいてカ リキ ュラム構成 がな され、 国語 で は文学 作 品の学 習か ら
自己訓練 のモデルを抽 出 した り、芸術で は偉大な芸術家 の障害 を自己訓練の見本 と して扱 った り
した。
また、授業 に協同学習を取 り入れ ることで、子 どもは道徳 と知的教科の双方を学ぶ ことがで き
るとす る(EC:p.186、201頁)。 子 ど もはこの活動 を通 じて利他 的な傾 向にな り、対人 間 コ ミュ
ニケ ーシ ョンや責任感の上昇、 さらに否定的な競争倫 理 か ら子 ど もを守 る ことがで きるので あ
る(ta)。
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4.お わ り に 一 リコーナの品性教育 の特徴 と限界 一
ここで、 これまで の論述か ら明 らか にな った リコーナの品性教育の特徴 にっ いて まとめると、
以下のよ うになる。
・道徳性発達が基盤 になって いること。
・家庭や地域、学校、教科の観点か ら品性教育を捉 えてい ること。
・教師、生徒、親 とのや りとりの中で価値の内面化がな され ること。
・知識か ら行為への連続性を重視 す ること。
ここか ら明 らかな ように、 リコーナが 目指 してい るのは、 あ らゆる場 面にお ける品性教 育の実
施 であり、 ここに リコーナが 自らの品性教育 を 「総合 的」 と称 す所以 があ る。
さて、 デューイは道 徳を自然 発生 的で慣 習化 された 「慣習道徳」(customarymorality)と、
慣習道徳が疑念に曝 され、新 たな道徳 が求 め られる 「反省道徳 」(reflectivemorality)と に分
ける ㈹。 この分類 に基 づ くと、 リコーナの品性教育 において 目指 され てい るのは、 「慣習 道徳 」
をいかに身 に付けるか とい うことであ り、「良 い子」(goodchildren)の 育成 、 逆 に いえ ば効果
的 な しっけの方法 が リコーナ理論 の最大 の特徴 であるといえる。本来 しつけは家庭 が行 って きた
ものであ り、学校教育 が主 とす る問題で はなか った。 しか し、冒頭の リコーナの指摘 にあるよ う
に、現代 の家庭 がその機能 を果 た して い る とは言 い難 い状況 にあ る。 それ ゆ えRaisingGood
Childrenで 展開 した家 庭 にお け る道徳 教育 の方 法 を、 広 く学校 教育 にまで応 用 し論 じたの が
EducatingforCharacterなのである。 また家庭や地域を道徳教育 に取 り入れ たアプローチは、
家庭や地域 の教育力 の復興 を目論む もので あり、その意味で も 「慣 習道徳」の確実な獲得がすべ
ての教育 の場 で求 め られるので ある。っ ま り、 リコーナの品性 教育 の本質 は、①義務教育段階 に
おいて、尊重 と責任 を核 に した 「慣習道 徳」 を身 に付 けさせ ること、② 品性教育 に家庭や地域 を
参加させ る ことで、家庭や地域 の教育力 を取 り戻す こと、 の二点 にあ ると考え られ る。
では、 このような リコーナの品性教育 に問題点 はないのであろ うか。 とりわけ、相 対主 義か ら
免れる ことはできるのであ ろうか。 結論 か らいえば、 リコーナの品性教 育 はコールバ ーグによっ
てなされ た品性教 育批判 に十分 応え うるもので はない。 む しろ、 リコーナ は品性教育 にお ける相
対主義的傾 向、っ ま り教え る価値 にっいて多様な解釈 が成立 しうるとい う傾 向を不問 に して いる
よ う捉え られる。
アメ リカ社会が抱え る重 大な青少年 の危機 を考え るな らば、 リコーナを はじめ とす る品性教 育
論者 の主張 は大変 わか りやすい し、 その成果 か ら見 て も十分 な説得力 を有 してい る。 しか し、 今
日の多元的 な社会 を考えた場 合、 リコーナの主張 す る品性教育 で十分 であ るか疑 問は残 る。 た と
えばマ ッキ ンタイヤ ー(A.Maclntyre)は 、現代 の道徳 の状況 を 「道徳 的不一 致」、 すな わ ち価
値(平 和や人権な ど)が 何 を意 味 し、 その妥 当性、正 当性 を何 が保障 す るかについての不一致 が
あることを指摘す る(16)。っま り、価値 の言葉 が持っ多元性 を前提 と しな けれ ば、 品性 教育 は絶
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対主義 に基 づいた偏狭 な価値 を教 え るもの とな って しま う可能性 があ るのであ る。現代 の道徳教
育 に求 め られているのは、慣 習道徳 を教 え るだけではな く、価値 の不一致 の状況 を認 めた上 で、
なおか っその状況 を越 えて、新 たなよ り良 き社会 を構築 してい こうとする能力、 すなわち対話能
力 の育成 であると考 え られる。
また、相対主義以外 の問題 として、本来子 ど もの自律 を目指す学校教育が、 「慣習道 徳 」 の伝
達 を主 とす る リコーナの品性教育 によ って、逆 に子 ど もの自律を阻ん で しま うという可能性 を内
包 して いる点があげ られ よう。
以上 の ような問題 点が ある ものの、今後 リコーナの品性教育が小 ・中学校 だ けで はな く高等学
校 に まで拡 大 され、 なおかっ全ての学 校階梯 を一貫 す るアプローチ とな った ときに、彼 の品性教
育 の 「総合性」 が真 に評価 され るので はないだ ろうか。
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